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１　教科に関する調査について

（１）全体的な傾向の分析・考察
・全体的な結果の状況

（２）領域・分野ごとの分析・考察
・領域・分野ごとの結果の状況
　児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号，用語
90％以上の場合 ◎：良好である
80％以上～ 90％未満の場合 ○：概ね良好である
70％以上～ 80％未満の場合 ◇：基準に到達している
60％以上～ 70％未満の場合 ▽：十分とはいえない
60％未満の場合 ▼：不十分である

・分析・考察及び学習指導に当たって留意すべきこと等
・参考となる他の指導事例や過去の調査問題
・指導法改善のポイント

（３）改善に向けた指導事例
・教科ごとに，改善に向けた指導事例を２事例記載し，以下の内容を示す。

項 目 内 容
① 問題と解答

の状況
・設問番号，領域・分野，出題のねらい，評価の観点
・関連問題
・正答例，誤答例，正答率，誤答率，無解答率

② 指導法改善
に向けて

・解答状況の分析・考察
・指導法改善の具体的なポイント

③ 改善事例 ・学年，単元（指導内容等）
・指導のねらい
・具体例

・関連する「学びの 12 か条＋
プラス

」（巻末資料参照）の項目を
右のように示す。

２　質問紙調査について

（１）小学校第４学年児童の調査結果
・設問ごとの経年比較，学年間比較

（２）学習・生活状況と正答率との関係
・正答率との関係を基にした分析・考察

（３）教員の調査結果
・設問ごとの調査結果

本書の構成
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　「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは，以下のように，取り上げた問題に関
連した指導事例や調査問題，指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。今後の授
業の参考，取組の検証にご活用ください。

　　以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」に掲載されている事例
（県）… 「基礎学力調査－分析・考察－」に掲載されている事例
（Ｐ）…  WEBサイト「学力向上プログラム」に掲載されている事例

　　以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 全国学力・学習状況調査で出題された問題
（県）… 本県の基礎学力調査で出題された問題
（Ｐ）… WEBサイト「学力向上プログラム」に掲載されている評価問題

　取り上げた問題について，調査結果を受け，学習指導の改善・充実を図る際のポイントを，
箇条書きで記載しています。

　今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導法改善のポイントを記載
しています。

本書の活用に当たって

① 参考となる他の指導事例

③ 学習指導に当たって

④  
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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察
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小学校 第４学年
「国語」「算数」
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　31 年度（令和元年度）の平均正答率は 65.2％で，30 年度より 3.5 ポイント上回っているが，到達状況は
十分とはいえない。特に「書くこと」領域においては，相手や目的に応じて，書こうとすることの中心を明
確にして書くことに課題が見られ，指導法の改善が必要である。また，29 年度までの出題で，主語と述語
について，文中から正しく書き抜くことに関しては，基準に到達していたが，主語と述語の関係に注意して
文を書くことについては，指導法の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【話すこと・聞くこと】 （県平均正答率 57.2％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：目的に応じて，理由や事例などを挙げながら筋道を立てて話すこと〔一１〕
　設問一１の正答率は，基準に到
達している。
　今後も，筋道を立てて話すこと
ができるように，話の中心を明確
にして発表の組み立てを考えたり，分かりやすい発表の例から組み立てのよさを見付けたりする指導を行う
ことが大切である。

▼：話の中心に気を付けて聞き，分からない点や確かめたい点を質問すること〔一３〕
　設問一３の正答率は，30 年度に
引き続き不十分である。
　目的に応じて，的確に質問する
学習が不十分であると考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要があると考えられる。

【書くこと】 （県平均正答率 55.4％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：文章全体における段落の役割を理解し，自分の考えが明確になるように書くこと〔八２条件〕
　設問八２条件の正答率は，基準
に到達している。
　今後も，条件に即して書く指導
を意図的・計画的に行うことが大
切である。

▼：相手や目的に応じて，書こうとすることの中心を明確にして書くこと〔八２内容〕
　設問八２内容については，p.10
参照。
　指導に当たっては，次のような
ことに留意する必要がある。

小学校第４学年　国語

・話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えさせること
・聞きたいことの中心を明確にして質問する経験をさせること

・相手や目的に応じて，調べた情報を整理する中で，伝えたいことを明確にする経験をさせること
・相手や目的を意識させ，書こうとすることの中心を明確にしながら文章を書く経験をさせること

県平均正答率 学校正答率
65.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

一１ 話し方の工夫 74.1％ ％

（県）H26：事例１ （県）H28：一１　H27：一１

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

一３ 聞き方の工夫 23.2％ ％

（県）H30：事例１　（Ｐ）2016：小３ （県）H30：一２　H26：一２

（県）H25：事例２　H22：事例１

（県）H30：八１　H29：八３　H28：八１　H27：八１　H26：八３

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

八２条件 文章全体における段落の
役割（条件） 78.2％ ％

（県）H28：事例１　H23：事例１　（Ｐ）2017：小３

（県）H30：八１　H29：八３　H28：八１

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

八２内容 目的に応じて適切に書く
（内容） 46.6％ ％
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【読むこと】 （県平均正答率 62.6％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：目的に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読むこと〔二１〕
　設問二１の正答率は，基準に到
達している。
　今後も，目的に応じて，文章の
中の重要な語や文を書き抜く学習
活動を行うことが大切である。

▼：目的に応じて，中心となる語や文を捉えて段落相互の関係を考え，読むこと〔二２〕
　設問二２の正答率は，不十分で
ある。
　段落相互の関係から文章全体の
組み立てを捉え，それぞれの段落
の役割について考える学習が不十分であると考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要があると考えられる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 （県平均正答率 70.9％）（学校正答率　　　　　　％）
○：指示語が文と文の意味のつながりに果たす役割を理解すること〔三３〕
　設問三３の正答率は，概ね良好
であり，30 年度の類似問題を 41.9
ポイント上回った。
　指示語の役割を理解し，使うこ
との指導が充実してきたためであると考えられる。

▼：主語と述語との関係など，文の構成について初歩的な理解をもつこと〔三４⑵〕
　設問三４⑵については，p. ８参
照。
　指導に当たっては，次のような
ことに留意する必要があると考え
られる。

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

三４⑵ 主語と述語の照応関係 40.6％ ％

（全）H30：p.3 （県）H30：三４　H29：四１①　H28：五①　H27：四

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二１ 説明的文章の内容理解 75.1％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

三３ 指示語 84.0％ ％

（県）H30：二２　H29：二３　H28：二５

（県）H29：三２⑵　H21：三４

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二２ 段落相互の関係 55.8％ ％

（県）H27：事例２　H25：事例１ （県）H25：二１⑴

・目的に応じて中心となる語や文を捉え，段落相互の関係を捉えさせること
・段落相互の関係から，それぞれの段落が文章の中でどのような役割をもっているかを考えさせること

・伝えたいことを正確に伝える上で，主語と述語の照応関係が重要であることに気付かせること
・主語と述語の照応関係に注意して書いたり，書いたものを常に見直したりする習慣を身に付けさせる
こと

□伝えたいことを正確に伝えるために，主語と述語を照応させて文を書く学習活動を充実すること
  （→　事例１）
□相手や目的に応じて，書こうとすることの中心を明確にしながら書く学習活動を充実すること
  （→　事例２）
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小学校第４学年　算数

（１）全体的な傾向の分析・考察
　31 年度（令和元年度）の平均正答率は 72.9％で，30 年度より 2.2 ポイント下回っているものの，到達状
況は基準に到達している。「数と計算」領域における乗法の式で求められる問題の選択，「図形」領域にお
けるコンパスの使い方の理解の正答率については，過年度の同趣旨の設問を 20 ポイント程度上回っており，
改善が図られている。一方，見いだした事実，判断や考えの理由を記述する設問は全て正答率が 60％未満
であり，不十分である。無解答率も 10％を上回っている。言葉や数，式などを用いて，筋道を立てて説明
したり論理的に考えたことを表現したりすることに課題が見られる。また，「数と計算」領域では，分数の
意味と表し方を理解すること，「量と測定」領域では，時刻を読み取ることに課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【数と計算】 （県平均正答率 79.9％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：基本的な四則計算をすること〔１⑴⑵⑶〕
　基本的な四則計算については良
好である。
　今後も，計算の技能については ,
算数科の基礎となる能力として確
実に身に付くよう，児童の学習状
況を見ながら，適宜練習の機会を
設けたり，適切な反復による学習を位置付けたりして指導することが大切である。

▼：分数の意味と表し方を理解すること〔２⑶〕
　設問２⑶については，p.14 参照。
指導に当たっては，次のような点
を充実させることが必要である。

【量と測定】 （県平均正答率 73.8％）（学校正答率　　　　　　％）
○：全体・容器・正味の重さの関係を読み取ること〔２⑹〕
　27 年度の同様の設問と比べる
と，5.5 ポイント下回っているも
のの，正答率は 80.0％であり，概
ね良好である。今後も数量の関係
を図に表す活動を充実させ，全体・
容器・正味の重さの関係を捉えていく必要がある。重さに限らず，問題解決の際には，必要な情報を整理し
て図に表したり，その図を基に得られた結果が正しいか振り返ったりするよう指導することが大切である。

▽：時刻を読むこと〔７⑴〕
　短針・長針の位置と時刻の対応
を理解し，時刻を読むことに課題
がある。特に，短針の位置と時刻
の関係について理解させる指導が
十分でないと考えられる。指導に当たっては，次のようなことに留意する必要がある。

・時計の観察や操作を通して，短針の位置と時刻の対応を理解させる指導を充実すること
・日常生活の中で時刻を読む機会を確保したり，時刻と日常生活を関連付けて捉えさせたりすること

・図等を用いて，分数を表し，大きさを読み取ったり比べたりする学習活動に取り組むこと
・分割分数と量分数の意味の違いを理解させる指導を工夫すること

県平均正答率 学校正答率
72.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑴ 波及的繰り上がりのある加法計算 95.3％ ％

１⑵ 波及的繰り下がりのある減法計算 91.5％ ％

１⑶ 整数－分数 94.9％ ％

（県）H27 ～ H30：１

（県）H25：事例２

（県）H28：事例１

（県）H27：５⑵　H26：６⑴⑵

（全）H22：Ａ３　（県）H30：２⑷　H29：２⑷

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑹ 全体・容器・正味の重さ
の関係 80.0％ ％

（県）H24：３⑵　（Ｐ）「時こくと時間」

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑴ 時刻の読み取り 66.3％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑶ 分数の意味と表し方 48.4％ ％
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【図形】 （県平均正答率 79.8％）（学校正答率　　　　　　％）
〇：直角二等辺三角形を用いて，図形を構成したり分解したりすること〔２⑵〕
　この設問については 29 年度の
設問に比べ 13.7 ポイント上回り，
概ね良好である。色板などの具体
物を操作しながら図形を構成した
り分解したりして，図形について
の見方や感覚を豊かにすることが重要である。その際，示された図形が実際にできるかどうかを確かめる学
習活動を充実させていく必要がある。

◇：コンパスの使い方について理解すること〔３⑵〕
　設問３⑵の正答率は 74.4% で基
準に到達している。今後も日常的
な場面を取り上げ，円による模様
づくりなどを行うことで，コンパ
スの操作に慣れさせたり，かきたい模様をかくために，針と鉛筆をどこに位置付ければよいかを考えたりす
る活動を充実させることが大切である。
【数量関係】 （県平均正答率 57.3％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：思考モデルから解決方法を読み取り，他の場合へ適用すること〔４⑴〕
　29 年度の同様の設問と比べる
と，5.4 ポイント上回っており，
正答率は 70.4% と基準に達してい
る。複数の情報について，問題文
と式を関連付けながら解釈し，問
題解決のために必要な情報を選択することを通して，示されたモデルを場面に応じて適用させる活動をより
一層充実させていく必要がある。

▼：グラフの読み取りを根拠とした，正しい理由を説明すること〔８⑵〕
　設問８⑵については，p.16 参照。
指導に当たっては，次のようなこ
とに留意する必要がある。

・資料の特徴や傾向を読み取る際には，目的に応じて，差を求めたり，何倍かを求めたりすることで，
資料の中の数量の大きさの関係を読み取ることができるようにすること

・複数のグラフを比較して読み取った事実を根拠に，決められた観点において判断した理由を過不足な
く表現する場を意図的に設定すること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑵ コンパスの使い方の理解 74.4％ ％

（県）H30：事例２　H29：事例２

（全）H31：２⑶　H28：Ｂ４⑶　（県）H30：８⑵　H29：５⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８⑵ グラフの読み取りを根拠
とした正しい理由の説明 30.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑵ 直角二等辺三角形の敷き
詰め 88.0％ ％

（全）H31：１⑵　H28：Ｂ５⑵　（県）H29：２⑹

（全）H28：Ｂ３⑶　H24：Ａ７　（県）H29：７⑴　H27：６⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑴
思考モデルから解決方法
を読み取り，他の場合へ
の適用

70.4％ ％

（全）H31：３　H30：Ｂ４⑴　（県）H29：４⑶　H24：４

□分数の意味や表し方を理解できるよう，図等を用いて分数を表し，大きさを読み取ったり比べ
たりする活動を重視すること （→　事例１）
□グラフから情報を正しく読み取り，示された事柄に対して判断した理由を，言葉や数を用いて
表現する活動を充実すること （→　事例２）

 



― 14 ―

�



― 15 ―

�
�
� �

����

�����



― 16 ―



― 17 ―





― 19 ―

小学校 第６学年
「社会」「理科」
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小学校第６学年　社会

（１）全体的な傾向の分析・考察
　31 年度（令和元年度）の平均正答率は 70.4％で，30 年度より 6ポイント上がり，到達状況は基準に到達
している。地域学習において，石川県全体の地形や県庁所在地，隣接する県，交通について理解することの
正答率は良好であった。しかし，石川県の農業の課題について資料を基に考察したことを適切に表現するこ
とや，複数の資料を適切に関連付けて学習問題として表現することについては依然として課題が見られ，指
導法の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地域学習】 （県平均正答率 70.5％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：石川県全体の地形や県庁所在地，隣接する県，交通について理解すること〔１⑴①③〕
　設問１⑴①③の正答率は 90％
を超え，良好である。地図帳を使
用する学習活動を意図的に取り入
れ，地図の見方，活用方法など基
礎的な知識・技能の定着に向けた
指導が，今後も大切である。

◇：人々の安全を守るための関係機関の働きを理解し，そこに従事している人々の工夫や努
力について，資料を基に考察したことを適切に表現すること〔３⑴⑵⑶〕

　設問３の平均正答率は70％を超
え，基準に到達している。引き続
き，資料から情報を丁寧に読み取
り，「なぜそうしているのか」な
ど従事する人々の工夫や努力につ
いて考え，表現する活動を通して，
消防署や警察署などの関係機関が
相互に連携して緊急時に対処する
体制をとっていることを理解でき
るようにすることが大切である。

▼：資料を基に考察したことを，適切に表現すること〔１⑵，６⑶〕
　設問１⑵については，p22 参照。
　設問６⑶の正答率は 3.0％と不
十分である。誤答の大部分は，「レ
ジ袋を使わず，マイバッグを使う」
など，プラスチックごみの増加や
プラスチックごみの削減について
触れていないものであった。これらの要因としては，読み取った複数の情報を基に社会的事象を関連付けて
考え，相互の関連を捉えて表現する学習活動が依然として不足していることが考えられる。指導に当たって
は，次のような学習を充実させることが必要である。

・社会生活についての理解を図り，資料から読み取った情報を関連付けて考察し，相互の関連を表現さ
せること

・調べたことや考えたことからキーワードを確認し，学習問題に対して適切に表現させること

県平均正答率 学校正答率
70.4％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑴①Ａ 県の自然（手取川） 91.2％ ％

１⑴①Ｂ 県庁所在地（金沢市） 91.4％ ％

１⑴①Ｃ 隣接した県名（富山県） 95.1％ ％

１⑴③ 県の交通（北陸自動車道） 92.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑴ 火災時の連絡先
（119 番） 74.8％ ％

３⑵① 火災時の協力機関
（消防署） 58.3％ ％

３⑵② 火災時の協力機関
（警察署） 94.6％ ％

３⑶Ａ 消防署の勤務の工夫
（当番） 72.2％ ％

３⑶Ｂ 消防署の勤務の工夫
（24 時間） 73.1％ ％

（県）H30：事例１　H29：事例１ （県）H30：４⑵　H29：６⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑵ 農業の課題
（販売農家） 16.5％ ％

６⑶ 店の取組
（ごみを減らす工夫） 3.0％ ％
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【産業と国土】 （県平均正答率 70.4％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：自然災害の防止の取組について，資料を基に考察したことを，適切に表現すること〔４⑶②〕
　設問４⑶②の正答率は 70％を
超え，基準に到達している。
　引き続き，地図や統計，写真等
の資料を活用したり，関係機関に
従事する人に聞き取り調査したり
するなど，日ごろから防災に関する情報などに関心をもたせる学習を充実させることが大切である。また，
防災教育について，他教科等も含めて，より一層効果的に防災意識を高めていくように工夫していくことが
大切である。

◇：地図帳を活用して , 我が国の位置と領土について調べ，適切に情報を読み取ること〔２⑵〕
　設問２⑵の正答率は 70％を超
え，基準に到達している。また，
設問２⑵①は，30 年度の類似問
題と比べて 14.8 ポイント上回って
いる。
　引き続き，地図帳や地球儀，衛星写真などの資料を使用する学習活動を意図的に取り入れ，我が国は世界
のどこに位置しているか，我が国の国土はどのような島々から成り立っているか，我が国の領土はどの範囲
かなどの問いを設けて調べたり，調べたことを総合して我が国の国土の特色を考えたりして，表現する学習
を充実させることが大切である。

▼：複数の資料を適切に関連付けて，学習問題として表現すること〔５⑸②〕
　設問５⑸②については，p.24 参
照。指導に当たっては，次のよう
な学習を充実させることが必要で
ある。

・資料の見せ方・提示順等を工夫し，気付きや疑問を出し合い，複数の資料の情報を関連付けて，自ら
学習課題を設定（表現）する学習を充実させること

・生活経験や既習事項を基に予想を立て，見通しをもたせる学習を充実させること

（県）H30：２⑵　H29：２⑵　H28：２⑵

（県）H30：事例２　H29：事例２　H28：事例２

（県）H30：５⑶③　H29：５⑸

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑸② 学習問題の設定 30.5％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑵① 日本と周辺の国（距離） 76.4％ ％

２⑵② 日本と周辺の国（方位） 78.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑶② 自然災害の防止
（自助と共助） 77.0％ ％

（県）H27：６⑶

□資料から読み取った情報を基に考察し，適切に表現する力を育成すること （→　事例１）
□社会に見られる課題から疑問をもち，自ら学習問題を設定し解決の見通しをもって探究する力
を育成すること （→　事例２）
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小学校第６学年　理科

（１）全体的な傾向の分析・考察
　31 年度（令和元年度）の平均正答率は 63.9％で，到達状況は十分とはいえない。理科で学んだ自然の事物・
現象の性質や働き，規則性などを日常生活に関連付けて考察する問題についてはやや改善が見られる。しか
し，経年で出題している太陽や影の位置の変化と方位については，依然として課題が見られた。また，自然
の規則性などを理科用語を正しく使って表現することについても課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【物質・エネルギー（エネルギー）】 （県平均正答率 70.1％）（学校正答率　　　　　　％）
○：電池の向きを変えるとモーターの回り方が変わることを理解すること〔３⑵①〕
▼：モーターの回る向きを乾電池のつなぎ方や回路を流れる電流の向きと関係付けて説明す

ること〔３⑵②〕
　設問３⑵①については，概ね良
好である。興味関心を高めること
や効率的に学習できる利点から実
験キットを使い，実験を行ってい
ることが，実感を伴った理解につ
ながったと考えられる。ただ，実
験キットを使った場合，電気の通り道をイメージしにくいという欠点があるため，乾電池と導線，モーター
（豆電球）のみを使い，回路を意識できる活動も取り入れる必要がある。
　設問３⑵②については，p.28 参照。指導に当たっては，乾電池の向きを変えるとモーターの向きが変わ
ることを「電流」という言葉を使って予想させ，実験によって確かめられるようにする。モーターの向きが
変わるという現象を「電流の向き」と関係付けて考えられるようにすることが必要である。

【物質・エネルギー（粒子）】 （県平均正答率 57.7％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：閉じ込めた空気や水を押したときの現象を，それぞれの性質と関係付けて考えること〔２⑵〕
　設問２⑵については，不十分で
ある。設問２⑴のように，注射器
の中に空気だけが入っている場合
や水だけが入っている実験の結果
から，空気や水それぞれの性質を
考察する経験は積んでいる。しかし，空気と水を合わせた場合は空気，水それぞれの性質を踏まえて考察し
なければいけないため，戸惑ったと考えられる。そのため，次のような指導の充実が求められる。

◇：物が水に溶ける量について，グラフから水の温度と関係付けて考えること〔５⑶〕
　設問５⑶については，基準に到
達している。グラフから，水の温
度による溶ける量の限度について
読み取れていることが窺える。今
後も，水の温度を上げたときの
「温度変化」と溶かす物の「溶ける量」を関係付けて表現させる活動の充実が求められる。

県平均正答率 学校正答率
63.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑵① 乾電池と電流の関係 84.6％ ％

３⑵② 乾電池，電流，モーター
の回る向きの関係 41.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑵ 閉じ込めた空気と水の体
積変化 30.1％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑶ 溶ける量と温度の関係
【分析】 71.9％ ％

（国）H30：３⑴　（県）H21：４⑵

（県）H22：２⑴

（県）H23：２⑴　H28：６⑶

・閉じ込めた空気や水を押したときの体積変化を，空気や水の性質と関係付けて説明させる指導をする
こと

・既習の知識を活用して，学習した内容と異なる状況や場面を説明させる場を設定すること
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【生命・地球（生命）】 （県平均正答率 73.0％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：目的に応じて，調べる条件と同じにする条件を制御し，適切でない点を指摘すること〔６⑵〕
　設問６⑵については，十分とは
いえない。p.30参照。指導に当たっ
ては，構想した実験方法が適切か
どうか，変える条件は１つだけに
なっているか，残りの条件はそろっているかに注目して実験方法を見直し，自分たちの考えが妥当であるか，
対話により修正していく活動を取り入れることが必要である。

▼：植物は，種子の中のでんぷんを使って発芽することを説明すること〔６⑷〕
　設問６⑷は，29 年度の短答式か
ら記述式にした問題である。種子
の中に含まれるでんぷんが，何に
使われるのかの理解が依然として
不十分である。実験前に，でんぷ
んの量と発芽や成長を関係付けて予想や仮説を立てておくことが必要である。

【生命・地球（地球）】 （県平均正答率 52.2％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：時間の変化によって，地面にできる影の位置がどのように変化するかを考えること〔４⑶〕
　設問４⑶については，時間の変
化により太陽の動きと影がどのよ
うに動くかを，関係付けて考える
ことが十分とはいえない。観察結
果と日常の場面をつなげられてい
ないことが要因として考えられる。
そのため，次のような活動を充実させることが必要である。

▼：１日の気温の変化の仕方は天気によって違いがあることを理解すること〔７⑶〕
　気温と天気の関係についての理
解は依然として不十分である。要
因として，児童の測定の結果から
「晴れの日は気温が高く，くもり
や雨の日は気温が低い」という捉
えだけで終えることが考えられるため，気温の変化という視点で晴れの日やくもりの日の特徴について捉ら
えさせることが必要である。

・観察結果を基に，時間の変化によって，太陽や影がどの方向に動いていくか考えさせること
・校舎や大きな木の影も実験と同じように動いていることを観察させるなど日常生活に適用させること

（県）H26：１⑶　H29：２⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑷ 種子に含まれるでんぷん
の働き 49.1％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑵ 条件制御【改善】 63.5％ ％

（全）H24：３⑷　H27：１⑴　（県）H21：７⑴⑵⑶　（Ｐ）「植物の発芽」

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑶ 時間による太陽の動きと
影の変化　　　　【適用】 67.1％ ％

（全）H24：４⑶

（県）H25：８⑴⑵　H26：８⑴　H28：２⑴　H29：４⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑶ １日の気温の変化と天気
の関係 45.0％ ％

（全）H24：４⑸　（県）H28：３⑵　H29：５⑴　（Ｐ）「天気の様子」

□理科で学んだ自然の事物・現象の性質や働き，規則性などを，理科用語を正しく使って表現す
る学習活動を充実すること （→　事例１）
□実験結果の見通しをもって解決の方向性を構想したり，より妥当な考えに改善したりする学習
活動を充実すること （→　事例２）
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中学校 第３学年
「社会」「理科」
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中学校第３学年　社会

（１）全体的な傾向の分析・考察
　31年度（令和元年度）の平均正答率は 58.6％で，30年度に比べ 4.1 ポイント下がり，到達状況は不十分である。
地理的事象に関する基礎的な知識を理解することは概ね良好であるが，資料（グラフ・文献資料等）から読
み取った複数の情報を関連付けて，地理的事象の課題や理由を考察し表現することや，歴史的事象の意義な
どを説明することは，依然として課題が見られ，指導法の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地理的分野】 （県平均正答率 69.5％）（学校正答率　　　　　　％）
○：アフリカの国境の決まり方について，基礎的な知識を理解すること〔１⑷①〕
　設問１⑷①は，25 年度（記述式）
と比べ 57.0 ポイント上回り，概ね
良好である。
　引き続き，世界の諸地域の学習
においては，地球儀，世界地図，
地図帳，衛星写真などを意図的・計画的に活用し，地誌的な知識や概念の定着の充実を図ることが大切である。

◇：野菜生産の特色を，複数の資料から読み取ったことを基に考察すること〔４⑷④〕
　設問４⑷④は，27 年度の類似
問題（記述式）と比べ 34.7 ポイン
ト上回り，基準に到達している。
　引き続き，資料から読み取った
社会的事象の意味や意義，特色や
相互の関連等を考察したり，話し合わせたりする学習が求められる。指導に当たっては，次のような学習を
充実させることが必要である。

▼：アフリカの公用語選定の理由を，資料を基に読み取り，適切に表現すること〔１⑷②〕
　設問１⑷②については，p.36 参
照。指導に当たっては，次のよう
な学習を充実させることが必要で
ある。

県平均正答率 学校正答率
58.6％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑷① アフリカの国境の
決まり方 85.8％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑷④ 日本の産業の特色
（愛知県の農業） 79.4％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑷② アフリカの公用語の歴史 5.9％ ％

（県）H25：１⑵③

（県）H27：４⑹

・資料から読み取った複数の情報を，比較したり関連付けたりして考察させること
・考察したことを全体の場で共有したり，キーワード等に着目して再考察させること
・話し合ったことを学習課題に対するまとめとして個々に表現させること

・地理的事象の背景や要因を，地域の環境条件や他地域との結び付き等に着目させ，考察させること
・資料から読み取った情報を基に，必要な語句を明確にし，何をどうまとめるのかを意識させて表現さ
せること



― 35 ―

【歴史的分野】 （県平均正答率 49.5％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：近代の基礎・基本となる歴史的事象について理解すること〔５⑴①〕
　設問５⑴①は，明治時代にお
ける日本の近代化について問う問
題である。正答率は 78.7％であり，
基準に到達している。引き続き，単元を通した問題解決的な学習の充実を図り，複数の資料の共通点に着目
させたり，歴史的事象について適切に表現したりする学習等を意図的に単元に位置付けることが大切である。

▼：古代の基礎・基本となる歴史的事象について理解すること〔２⑴⑶〕
　設問２⑴⑶は，古代の日本の国
づくりにおいて，歴史上の人物や
歴史的事象を問う問題である。正
答率はいずれも 40％を下回り，不
十分である。
　指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

▼：立憲制国家の成立について，複数の資料から読み取ったことを基に考察すること
〔５⑶③〕

　設問５⑶③は，p.38 参照。指導
に当たっては，次のような学習を
充実させることが必要である。

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑴① 歴史上の事象（廃藩置県） 78.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑴ 歴史上の人物
（阿倍仲麻呂） 33.9％ ％

２⑶ 歴史上の事象
（大宝律令） 38.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑶③ 日本の近代化
（選挙の意義） 17.2％ ％

□環境条件や歴史的背景等に着目して地理的事象を考察し，考察したことを適切に表現する力を
育成すること （→　事例１）
□資料から読み取った情報を基に多面的・多角的に考察し，考察したことを適切に表現する力を
育成すること （→　事例２）

・歴史的事象やそれに関連する歴史上の人物とその時代の特色との関連に着目させ，歴史的事象の意義
や歴史上の人物の役割などについて，適切に表現する学習を充実させること

・我が国の政治や文化等の移り変わりについて，諸外国との相互の関わりを視点に調べたり考察したり
する学習を充実させること

・複数の資料からの情報を基に主体的に課題（問い）を見いだし，その課題（問い）について結果を予
想したり，見通しをもったりする学習を充実させること

・問題解決のために必要な資料から読み取った事実や情報を比較・関連付けながら，多面的・多角的に
考察することで，歴史的な事象の背景やそれらの意義等について適切にまとめ，表現する学習を充実
させること。
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中学校第３学年　理科

（１）全体的な傾向の分析・考察
　31 年度（令和元年度）の平均正答率は 54.7％で，29 年度に比べ 5.5 ポイント上がったものの，到達状況
は不十分である。領域別では，物理的領域の平均正答率が 46.8％と低い。交流の性質を説明する問題や電流
と磁界の変化を関連付けて考える問題や，分析・解釈に関わる活用力を問う問題で課題が見られることなど
が要因である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【第１分野　物理的領域】 （県平均正答率 46.8％）（学校正答率　　　　　　％）
▼条件を制御し，実験を構想すること〔２⑶〕
　設問２⑶については，p.42 参照。
指導に当たっては，実験を構想す
る場面で「変える条件」と「変え
ない条件」を整理したり，実験結
果を予想することで何が明確になるかを話し合ったりする学習を充実させる必要がある。

▼電流の変化と，コイルの中の磁界の変化について関連付けて考えること〔７⑷〕
　電流の変化とコイルの中の磁界
の変化について関連付けて考える
ことは不十分である。誘導電流が
生じる操作条件とその際のコイル
の磁界の変化について追究する学
習活動が十分に行われていないことが考えられる。次のようなことを充実させる必要がある。

【第１分野　化学的領域】 （県平均正答率 50.9％）（学校正答率　　　　　　％）
▽化学変化をモデルで表現すること〔３⑵〕
　化学変化を粒子モデルで表現す
る経年的に出題されている問題で
ある。モデルを作る手順を示すこ
とで正答率は上がっているが，十
分とはいえない。化学変化をモデルで表現する学習活動が十分行われていないと考えられる。
　今後は，次のような指導の充実が求められる。

▼溶解度を基に，水溶液の温度を下げたときの溶質の質量の変化を考えること〔６⑵〕
　設問６⑵については，p.44 参照。
指導に当たっては，課題追究のた
めの実験結果をグラフで表現し，
目的に応じて分析・解釈して考察
することや実験結果（現象）やグ
ラフの変化を粒子モデルと関連付けて考えるような活動を充実させる必要がある。

県平均正答率 学校正答率
54.7％ ％

（県）H29：事例１

（全）H27：TYPEⅢ５⑵

（県）H23：事例１

（県）H29：１⑶　（全）H30：４⑵

（全）H27：５⑵

（県）H26：４⑷

（県）H29：２⑴　H28：３⑵　H26：２⑷　（全）H30：４⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑵ 水の分解のモデル【適用】 61.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑵ 溶解度曲線と再結晶
【分析・解釈】 26.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑶ 実験の条件制御【構想】 29.8％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑷ 電流がつくる磁界と電磁
誘導【適用】 15.3％ ％

・実験操作により変化する条件，その変化によってどんな現象が生じるのかを関連付けて考察すること

・表現したモデルを，原子・分子の概念を根拠に，化学反応の前後で原子の種類と数を等しくする必要
性に気付くこと
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【第２分野　生物的領域】 （県平均正答率 65.7％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：血液と細胞との間での物質のやり取りを理解すること〔５⑶〕
　血液は循環して，細胞に酸素や
栄養分を渡し，二酸化炭素や不要
物を受け取っていることの理解は，
基準に達している。
　さらに，血液における色々な物質の運搬だけでなく，各器官の働きと関連付けて総合的に理解できるよう
な学習活動が求められる。

▼：実験の条件と結果を関係付けて考えること〔１⑵〕
　対照実験の条件と結果を関連付
けて考えることは不十分である。
対照実験において何も入っていな
い試験管を準備した意図が明確に
なっていない。実験を構想する学
習活動において条件の吟味と共に意図を話し合う活動が十分行われていないと考えられる。
　今後は，次のような学習活動を充実させる必要がある。

【第２分野　地学的領域】 （県平均正答率 54.8％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：大地に力がはたらいてできる地層のずれが，断層であることを理解すること〔８⑶〕
　大地に力がはたらいてできる地
層のずれが断層であることの理解
は，基準に達している。単なる用
語としての学習だけでなく，大地の変動と関連させて説明する活動や，身近に見られる断層を紹介する活動
等を通して，さらなる定着を図る必要がある。

▼：気象要素の変化から，寒冷前線の通過を見いだすこと〔４⑵〕
　気象要素の変化から，寒冷前線
の通過を見いだすことは，不十分
である。前線付近の空気の性質や
低気圧付近での風向の理解が定着
していないと考えられる。今後は，次のような指導の充実が必要である。

（県）H22：事例１ （県）H23：６⑴　（全）H22：５⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑶ 血液と細胞との間の物質
のやり取り 70.5％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８⑶ 断層 72.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑵ 実験の条件と結果の関係
【分析・解釈】 30.8％ ％

□実験の目的に応じた条件を指摘し，条件制御の知識・技能を活用する活動を充実すること
  （→　事例１）
□課題に正対した考察を行う上で，観察・実験の結果のグラフを分析して解釈する活動を充実す
ること （→　事例２）

・実験計画の際，対照実験の必要性を感じられるような話合いを通して，実験の条件を考えること
・実験の条件と仮説を照らし合わせて結果を予想すること

・前線付近の空気の性質や低気圧付近での風向を基に，天気図上での各地の気象要素を考える活動や天
気図を見て自分が住んでいる地域での気象予報を考える活動を設定すること

 

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑵気温 気象要素の変化と
寒冷前線

55.2％ ％

４⑵風向 50.0％ ％
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Ⅱ　質問紙調査結果の分析・考察
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１　小学校第４学年児童の調査結果

　学校が好き，各教科等の勉強が好き，各教科等の授業の内容がよく分かると答えた児童の割合は，こ
れまでと同様に，ほとんどの教科・領域で80％以上，高いものは90％を上回っており，全般的に小４児
童の学習意欲は概ね良好である。

○「友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞いている」（92.8％）児童の割合は，これまでと
同様に高い。

○家庭での学習時間について，「学校の宿題をしている」（96.3％）児童の割合はこれまでと同様に高い。
しかし，平日に勉強している時間が「30分より少ない」及び「全くしない」児童の割合（9.3％）は，
30年度（8.2％）より1.1ポイント増加している。

・「テレビゲームを２時間以上している」（25.8％），「携帯電話やスマートフォンで通話やメール，イン
ターネットを30分以上している」（28.0％）児童の割合は，調査開始以来最も高く，今後，学習面や生
活面においてどのような影響を与えるのか注視していく必要がある。

○「学校のきまりを守っている」（92.2％），「ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある」
（91.6％）児童の割合は，これまでと同様に高い。
　以上のことより，学力・学習を支える基盤づくりについては，概ね良好である。

 ※無回答を除いた割合で示している。

1　学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよくわかりますか。

《学校は好きだ》

H31

H30

H29

9.134.952.3 3.8

9.334.652.6 3.5

7.833.755.2 3.3

《国語の勉強は好きだ》 《国語の授業の内容はよくわかる》

H31

H30

H29 17.244.733.5 4.6

19.942.330.1 7.7

19.345.229.3 6.2

H29 8.736.352.6 2.4

H30 10.640.445.4 3.6

H31 9.440.746.9 3.0

《社会の勉強は好きだ》 《社会の授業の内容はよくわかる》

H29 13.136.846.8 3.3

H30 14.838.141.9 5.2

H31 14.038.942.2 4.9

H30

H29

9.633.654.7 2.1

H31 8.133.856.0 2.2

7.631.259.5 1.8

《算数の勉強は好きだ》 《算数の授業の内容はよくわかる》

H30

H29 11.129.554.4 5.0

12.328.753.5 5.4

H31 11.930.951.7 5.5

H30

H29 7.026.064.9 2.1

8.227.361.8 2.7

H31 7.628.161.6 2.8

《理科の勉強は好きだ》 《理科の授業の内容はよくわかる》

H30

H29 22.271.2 5.0
1.6

23.569.0 5.4
2.1

H31 23.070.9 4.5
1.5

H30

H29 20.374.9 3.9
1.0

22.771.7 4.3
1.3

H31 21.673.8 3.5
1.1



― 50 ―

《音楽の勉強は好きだ》 《音楽の授業の内容はよくわかる》

H30

H29 8.927.160.7 3.3

10.427.157.8 4.8

H31 9.130.456.8 3.7

H30

H29 21.871.3 5.3
1.6

22.468.4 6.4
2.7

H31 23.469.0 5.5
2.1

《図画工作の勉強は好きだ》 《図画工作の授業の内容はよくわかる》

H30

H29 17.576.3 4.6
1.5

16.676.0 5.1
2.3

H31 16.478.4 4.0
1.3

H30

H29 15.880.4 3.1
0.6

16.778.5 3.5
1.3

H31 16.879.7 2.6
0.9

《体育の勉強は好きだ》 《体育の授業の内容はよくわかる》

H30

H29 15.779.1 4.0
1.2

16.777.4 4.0
1.8

H31 16.477.7 4.4
1.5

H30

H29 12.585.3 1.7
0.5

13.283.6 2.4

1.6
0.8

H31 13.384.6 0.6

《道徳の時間は好きだ》 《総合的な学習の時間は好きだ》

H30

H29 12.736.847.0 3.5

13.839.241.5 5.5

H31 13.439.242.5 4.9

H30

H29 8.432.256.5 2.8

10.233.652.5 3.8

H31 10.635.351.5 2.6

《学級活動の時間は好きだ》

H30

H29 8.331.458.1 2.2

10.232.154.4 3.3

H31 9.132.755.8 2.4

・《理科の勉強は好きだ》《理科の授業の内容はよくわかる》《図画工作の勉強は好きだ》について，肯定的
な回答をした児童の割合は，それぞれ93.9％，95.4％，94.8％であり，調査開始以来最も高い。

＜参考＞ 
《社会の勉強は好きだ》
小 6

《社会の授業の内容はよく分かる》
小６

H30

H29

20.1

19.1

40.4

40.0

34.3

35.7

5.1

5.2

H31 18.642.734.4 4.2

H30

H29

8.5

7.9

39.9

37.8

50.0

52.7

H31 7.537.853.5

1.6

1.6

1.2

《社会の勉強は好きだ》
中３

《社会の授業の内容はよく分かる》
中 3

H30

H29 24.940.028.2 6.9

24.837.930.8 6.5

H31 21.239.233.2 6.5

H30

H29 17.743.935.0

15.443.836.9

H31 13.841.640.9

3.3

3.9

3.6

・《社会の勉強は好きだ》《社会の授業の内容はよくわかる》について，肯定的な回答をした生徒の割合は，
中３でそれぞれ72.4％，82.5％であり，調査開始以来最も高い。
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2　授業の中で次のようなことは好きですか。

＜学年間比較＞
《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》

中３

小６

小４

34.3

27.3

22.6

38.2

40.6

41.1

16.9

24.7

29.1

10.6

7.4

7.2

中３

小６

小４

33.4

26.2

22.2

41.7

44.2

43.4

17.6

23.4

27.3

6.1

7.2

7.3

《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを
勉強すること》 《少ない人数やグループで勉強すること》

中３

小６

小４

36.5

27.2

20.9

33.6

36.4

38.6

17.8

28.7

33.2

12.1

7.7

7.3

中３

小６

小４

11.4

8.3

8.9

39.4

27.8

28.8

44.6

61.4

58.6

4.6

2.5

3.8

《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強す
ること》 《図書館を利用して勉強すること》

中３

小６

小４

10.4

6.2

6.8

37.1

21.7

18.5

48.3

69.8

69.7

4.1

2.3

5.0

中３

小６

小４

17.3

9.6

8.9

37.8

28.3

24.6

37.7

59.2

62.4

7.2

3.0

4.2

《地域の人や専門家が来て教えてくれること》

中３

小６

小４

27.5

14.3

11.6

42.0

39.6

33.3

20.8

39.8

48.2

9.6

6.3

6.9

・ 《少ない人数やグループで勉強すること》《コンピュータやビデオ・ＤＶＤなどを使って勉強すること》に
ついて，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，それぞれ 84.0％～ 89.2％，85.4％～ 91.5％であり，いず
れの学年においても高く，他の項目に比べて学年間の差が小さい。

＜参考＞
《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》
小４ 小 6

H31

H30

H29

8.6

22.6 7.241.1

24.437.5

22.9 6.640.4

29.1

29.5

30.1

H31

H30

H29

28.1

40.6 27.3

39.7

40.3 26.9

24.7

24.2

25.4

7.4

8.0

7.4

中 3

H31

H30

H29

38.8

38.2 34.3

36.0

35.4 41.1

16.9

13.8

11.7

10.6

11.4

11.8

・《自分の考えを発表したり話し合ったりすること》について，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，30
年度より小４で 3.2 ポイント，小６で 1.4 ポイント，中３で 5.3 ポイント増加しており，中３の増加が３
学年で一番大きい。また，中３の肯定的な回答をした生徒の割合は 55.1％であり，調査開始以来最も高い。
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3　次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

《授業では，課題について自分で考え，自分から取
り組んでいたと思う》

《道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級や
グループで話し合ったりする活動に取り組んでい
たと思う》

H31 47.6 20.026.6

31年度より調査開始

5.8
H30 17.438.539.3

H31 13.837.243.9

4.9

5.1

30年度より調査開始

《友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで
聞いている》　　　　　　　　　　　　　　　　

《先生は，あなたのよいところをわかってくれてい
ると思う》

H31

H30

H29

29.2

30.1

29.2

62.7

62.7

63.8 5.5
1.5
6.4
1.7
5.7
1.5

H30 10.534.050.6

H31 8.732.954.6

4.9

H29 8.835.052.3 3.9

3.7

《先生は，授業やテストで間違えたところや，わか
らないところについて，わかるまで教えてくれる》《新聞やテレビのニュースなどに関心がある》

H30 8.929.557.8

H31 7.033.157.1

3.8

H29 7.732.058.0 2.3

2.8

H30 16.533.237.8

H31 18.432.335.3

12.5

H29 15.233.840.3 10.8

13.9

・《先生は，あなたのよいところをわかってくれていると思う》《先生は，授業やテストで間違えたところ
や，わからないところについて，わかるまで教えてくれる》について，肯定的な回答をした児童の割合は，
87.5％，90.2％であり，調査開始以来最も高い。

＜参考＞学年間比較

《問題の解き方がわからないときは，あきらめずに
いろいろな方法を考える》

《道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級や
グループで話し合ったりする活動に取り組んでい
たと思う》

中３

小６

小４

23.4

14.3

10.9

45.2

41.9

32.0

26.8

41.6

53.9

4.6

2.3

3.2

中３

小６

小４

16.5

15.9

13.8

46.3

42.1

37.2

33.1

38.7

43.9

4.0

3.3

5.1

《授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）が示さ
れていたと思う》
（※ 30年度までは「目標（めあて・ねらい）が～」））

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》

中３

小６

小４

7.9

9.5

11.1

36.7

34.9

35.3

53.8

53.9

50.1

1.6

1.7

3.5

中３

小６

小４

19.9

14.9

14.9

46.4

39.8

36.6

30.6

42.3

43.7

3.1

3.0

4.8

・《授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）が示されていたと思う》について，肯定的な回答をした児童
生徒の割合は，85.4％～ 90.5％であり，いずれの学年においても高く，中３の割合が３学年で一番高い。
・《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う》の項目については，P.61 参照。



― 53 ―

4　家で次のようなことをしていますか。

《自分で計画を立てて勉強をしている》 《学校の宿題をしている》

H29 19.835.939.0 5.2

H30 20.635.137.7 6.6

H31 19.235.439.6 5.8

H29 9.187.7 2.5
0.7

H30 10.086.2 3.0
0.9

H31 9.886.5 2.6
1.1

《学校の授業の予習・復習をしている》

H31 35.5 20.836.3
31年度より調査開始

7.4

※30年度までは，「学校の予習をしている」と「学校の
復習をしている」に分けて質問

・ 《自分で計画を立てて勉強をしている》について，
肯定的な回答をした児童の割合は 75.0％であり，
調査開始以来最も高い。

・《学校の宿題をしている》について，肯定的な回答をした児童の割合は 96.3％であり，これまでと同様に
高い。特に，「している」と積極的な回答をした児童の割合は，他の項目に比べ群を抜いて高い。

5
《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。》

全くしない
１時間以上，２時間より少ない

30分以上，１時間より少ない 30分より少ない
２時間以上，３時間より少ない３時間以上

H29 7.234.434.914.38.0 1.2

H30 7.135.734.114.27.7 1.1

H31 7.736.932.413.67.7 1.6

《土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。》

全くしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H29

H30 34.530.815.47.34.5 7.6

H31 34.430.316.26.63.7 8.7

37.331.614.15.63.4 8.0

・家庭学習時間について，平日に勉強する時間が「30 分より少ない」及び「全くしない」児童の割合は 9.3％
であり，30 年度より増加している。

＜参考＞
《学校の授業の予習をしている》

H30 34.4 24.728.8 12.2

H29 34.5 24.631.1 9.9

《学校の授業の復習をしている》

H30 32.0 20.938.0 9.1

H29 31.7 20.541.1 6.8
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6
《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビやビデオ・DVDを見たり，聞いたり
しますか。 （テレビゲームをする時間はのぞきます。）》

全く見たり，聞いたりしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H29 26.527.219.211.610.7 4.8

H30 21.726.820.812.314.3 4.2

H31 24.627.019.111.612.3 5.4

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式
のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームもふくみます。）をしますか。》

全くしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H29 35.520.910.64.76.4 21.9

H30 29.821.911.36.86.5 23.7

H31 29.321.411.56.97.4 23.5

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，
インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間はのぞきます。）》

持っていない
２時間以上，３時間未満

１時間以上，２時間未満 30分以上，１時間未満 30分未満
３時間以上，４時間未満４時間以上

H29 8.16.0 52.527.6

H30

H31

9.07.44.43.0 49.224.8

10.18.1 46.525.5

1.3

2.0
2.5

4.23.3

2.2

2.3

・普段のテレビ等の視聴時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，43.0％であり，30 年度より 4.4
ポイント減少している。
・普段のテレビゲーム等の使用時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，25.8％であり，調査
開始以来最も高い。
・普段の携帯電話やスマートフォンの使用時間について，「30 分以上」と答えた児童の割合は，28.0％であり，
調査開始以来最も高い。
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7　次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

《テレビを見る時間やゲームをする時間などのルー
ルを家の人と決めている》

《学校での出来事について，家の人（兄弟姉妹はふ
くみません）と話をしている》

H30 23.8 12.847.8

H31 22.6 12.751.3 13.5

15.6
30年度より調査開始

H30

H29 13.1

30.7 12.9

25.8

47.0

54.9

H31 28.4 11.950.2 9.5

9.3

6.2

《学校のきまりを守っている》 《人が困っているときは，進んで助けている》

H30

H29

39.3 7.6

43.1

51.6

50.7

H31 38.6 6.853.6

5.6
0.7

1.5

1.1

H30

H29 11.0

42.1 12.5

40.6

40.9

45.8

H31 43.9 11.641.5 3.1

4.4

2.7

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
とがある》

《難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦してい
る》

H30

H29

19.7

16.7

71.0

76.2

H31 18.573.1

5.0

5.6

6.3
2.1

3.0

2.8

H30

H29 12.1

37.0 13.3

36.1

45.2

48.0

H31 38.8 13.044.1 4.2

4.5

3.8

《自分には，よいところがあると思う》 《将来の夢や目標を持っている》

H30

H29 11.2

32.2 12.3

32.7

46.4

49.7

H31 32.4 10.748.8 8.0

9.0

6.3

H30

H29 7.2

14.0 6.8

15.2

72.6

72.4

H31 14.6 6.871.8 6.8

6.6

5.2

《今住んでいる地域の行事に参加している》
《外国の人と友達になったり，外国のことについて
もっと知ったりしてみたいと思う》

H30

H29 11.4

26.6 10.2

27.2

55.4

54.8

H31 29.2 12.750.0 8.2

7.7

6.5

H30 25.8 17.440.1

H31 27.5 17.040.0 15.4

16.7

30年度より調査開始

・《学校のきまりを守っている》について，肯定的な回答をした児童の割合は 92.2％であり，これまでと同
様に高い。また，「あてはまる」と積極的な回答をした児童の割合は 53.6％であり，調査開始以来最も高い。
・《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある》《将来の夢や目標を持っている》について，
肯定的な回答をした児童の割合は 91.6％，86.4％であり，これまでと同様に高い。

・《自分には，よいところがあると思う》について，肯定的な回答をした児童の割合は 81.2％であり，これ
までと同様に高い。

・《今住んでいる地域の行事に参加している》について，「あてはまる」と積極的な回答をした児童の割合は
50.0％であり，30 年度より 5.4 ポイント減少している。
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２　学習・生活状況と正答率との関係

○小４児童の学習生活状況について，以下と回答している児童の方が，教科（国語・算数）の正答率
が高い傾向が見られる。
・国語・算数の勉強は好きだ。
・国語・算数の授業の内容はよくわかる。
・授業では，課題について自分で考え，自分から取り組んでいたと思う。
・問題の解き方がわからないときは，あきらめずにいろいろな方法を考える。
・授業では，自分の考えを発表する機会があたえられていたと思う。
・授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）が示されていたと思う。
・自分で計画を立てて勉強をしている。
・ふだん（月曜日から金曜日），携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをする
時間が少ない，または携帯電話やスマートフォンを持っていない。

・学校のきまりを守っている。
・ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある。

《国語・算数の勉強は好きだ》 《国語・算数の授業の内容はよくわかる》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

72.1％

76.9％

66.3％

71.3％

57.3％

66.2％

48.5％

59.2％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

72.8％

77.1％

61.8％

69.1％

48.7％

61.1％

42.5％

52.2％

国語

算数

《授業では，課題について自分で考え，自分から取
り組んでいたと思う》

《問題の解き方がわからないときは，あきらめずに
いろいろな方法を考える》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

70.3％

77.1％

66.6％

73.9％

59.5％

68.7％

49.3％

59.8％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

69.8％

76.9％

62.6％

70.6％

55.1％

65.0％

47.2％

55.1％

国語

算数
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《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
れていたと思う》

《授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）が示さ
れていたと思う》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

70.5％

77.1％

62.7％

71.2％

56.7％

65.3％

48.9％

60.4％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

70.1％

76.6％

63.3％

71.8％

54.8％

64.3％

46.7％

57.8％

国語

算数

《自分で計画を立てて勉強をしている》

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくら
いの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル，インターネットをしますか ( 携帯電話やスマー
トフォンを使ってゲームをする時間はのぞく )》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

68.3％

75.3％

65.2％

73.0％

62.0％

71.0％

54.3％

62.9％

国語

算数

30分より
少ない

持って
いない

１時間より
少ない

２時間より
少ない

３時間より
少ない

４時間より
少ない ４時間以上

68.4％

75.2％

67.1％

74.4％

62.7％

70.6％

59.8％

69.9％

57.8％

67.4％

50.8％

60.6％

46.9％

60.0％

国語

算数

《学校のきまりを守っている》
《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
とがある》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

67.1％

73.9％

64.9％

73.3％

55.8％

66.2％

43.8％

54.2％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

68.0％

75.0％

60.1％

69.3％

54.6％

65.4％

49.2％

59.5％

国語

算数
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３　教員の調査結果

　「1　学力の重要な要素に関すること」について，肯定的な回答をした教員の割合は，それぞれ 90％
以上であり（小学校で 92.9％～ 99.1％，中学校で 90.9％～ 97.6％），学力の向上に向けた教員の意識は
概ね良好である。

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている」教員
の割合は，小学校では 97.6％，中学校では 95.4％であり，これまでと同様に高い。
○「問題解決的な学習，実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して，活用力（思
考力・判断力・表現力等）を育成する指導をしている」教員の割合は，小学校では 92.9％，中学校
では 90.9％であり，これまでと同様に高い。

○「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている」教員の割合は，小学
校で 98.0％，中学校で 94.3％であり，これまでと同様に高い。
○「児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行っている」教員の割合は，小学校で 98.6％，
中学校で 90.3％であり，これまでと同様に高い。また，「学校・学年・学級単位で，保護者に対して
児童生徒の学習を促すような働きかけをしている」教員の割合も，中学校では年々増加している。

○「指導計画の見直しや改善に取り組んでいる」教員の割合は，80％台にとどまっているものの，「自
校の『学力向上プラン』に基づく指導をしている」教員の割合は，90％以上と高く，指導法の改善
を進める体制づくりが進んでいると言える。

 
※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

1　学力の重要な要素に関すること

《繰り返し学習（音読，暗記・暗唱，反復学習など）
を通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図っ
ている》

《問題解決的な学習，実生活における様々な事象と
の関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
判断力・表現力等）を育成する指導をしている》

H29 小教員 34.964.4 0.6
0.1

H29 中教員 53.542.8 3.6
0.1

H30 小教員 31.567.2 1.3
0.0

H30 中教員 46.347.8 5.2
0.7

H31 小教員 38.360.8 0.8
0.1

H31 中教員 47.846.9 4.4
0.9

H29 小教員 67.129.3 3.4
0.2

H29 中教員 69.022.6 8.1
0.3

H30 小教員 63.630.8 5.1
0.5

H30 中教員 62.830.7 5.8
0.6

H31 小教員 67.425.5 7.1
0.0

H31 中教員 68.822.1 8.8
0.3

《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学
習意欲の向上を図るための工夫をしている》

H29 小教員 58.240.4 1.3
0.1

H29 中教員 61.834.9 3.2
0.1

H30 小教員 54.043.8 2.0
0.2

H30 中教員 53.244.3 2.4
0.1

H31 小教員 60.238.3 1.4
0.1

H31 中教員 62.435.2 2.4
0.0

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《学習意欲の向上を図るための工夫をしている》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で
98.5％，中学校で 97.6％であり，これまでと同様に高い。

次の指導等を，昨年度からどの程度行っていますか。
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2　教科等に関すること

《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深
めたりするような発問や指導をしている》

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，
学び合う場を設けている》

H29 小教員 64.833.3 1.8
0.1

H29 中教員 72.224.2 3.5
0.1

H30 小教員 63.134.2 2.6
0.1

H30 中教員 65.131.1 3.7
0.1

H31 小教員 67.330.3 2.3
0.1

H31 中教員 70.325.1 4.3
0.3

H29 小教員 46.951.6 1.3
0.2

H29 中教員 58.934.0 6.8
0.3

H30 小教員 47.949.8 2.3
0.0

H30 中教員 50.544.2 5.2
0.1

H31 小教員 53.444.6 1.9
0.2

H31 中教員 57.836.5 5.5
0.1

《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視し
た指導をしている》

《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述がで
きるように指導をしている》

H29 小教員 11.722.3

H29 中教員 21.817.9

H30 小教員 14.518.6

H30 中教員 19.320.1

H31 小教員 19.216.8

H31 中教員 24.2

65.2

58.3

65.5

59.4

62.9

58.216.1

0.9

2.0

1.4

1.2

1.1

1.5

H29 小教員 60.234.2 5.4
0.3

H29 中教員 60.621.4 1.2

H30 小教員 59.331.4 0.8

H30 中教員 54.927.7 1.2

H31 小教員 62.6
8.6
8.528.4 0.5

H31 中教員 57.0

16.8
16.3
20.620.3 2.2

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，
考え方を身に付けさせる指導をしている》

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
学習する場を設けている》

H29 小教員 55.638.3 5.7
0.4

H29 中教員 58.819.9 2.2

H30 小教員 51.240.2 7.7
0.9

H30 中教員 55.622.8 1.4

H31 小教員 58.333.7 7.8
0.2

H31 中教員 55.7

19.1
20.2
23.418.1 2.7

H29 小教員 45.650.2 3.7
0.5

H29 中教員 51.834.1 2.1

H30 小教員 44.550.1 4.1
1.3

H30 中教員 46.340.5 2.5

H31 小教員 50.044.3 5.4
0.3

H31 中教員 53.2

12.1
10.7
10.134.7 2.0

《授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）を児童
生徒に示している》　（30年度までは「目標（めあて・
ねらい）を～」）

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
り入れている》

H29 小教員 27.471.5 0.9
0.2

H29 中教員 33.764.6 1.7
0.0

H30 小教員 26.871.8 1.5
0.0

H30 中教員 24.073.9 1.8
0.3

H31 小教員 24.075.0 1.0
0.0

H31 中教員 24.574.6 0.9
0.0

H29 小教員 51.942.0 5.7
0.4

H29 中教員 54.133.3 0.6

H30 小教員 54.437.3 7.4
0.8

H30 中教員 51.236.2 0.9

H31 小教員 51.142.1 6.6
0.3

H31 中教員 48.9

12.0
11.7
10.139.9 1.2

《授業において，明確な評価規準を基に児童生徒の
定着状況を把握し，学習指導の改善に生かしてい
る》

《授業において，児童生徒一人一人に自分の成長や
変容を自覚させるなど，自信を持たせるような指
導をしている》

H29 小教員 20.0

H29 中教員 13.114.5

H30 小教員 12.921.1

H30 中教員 15.019.1

H31 小教員 11.019.6

H31 中教員 18.6

71.5

71.7

65.3

64.7

68.9

64.815.4

0.1

0.7

0.7

1.2

0.5

1.2

8.4 H29 小教員 61.234.9 3.9
0.1

H29 中教員 63.221.1 0.3

H30 小教員 59.434.3 6.3
0.1

H30 中教員 58.024.2 0.9

H31 小教員 63.530.7 5.9
0.0

H31 中教員 62.7

15.4
16.9
15.421.8 0.1
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《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり，
他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりでき
るように指導をしている》

《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，
補充的な学習の指導をしている》

H30 小教員 63.023.3

H30 中教員 56.5 19.122.3

H31 小教員 65.7
12.8
13.520.4

H31 中教員 58.4 23.017.4

30年度より調査開始

30年度より調査開始

0.8

2.1

0.4

1.2

H29 小教員 57.336.6 5.4
0.7

H29 中教員 55.312.4 3.0

H30 小教員 54.436.2 1.4

H30 中教員 47.420.5 3.1

H31 小教員 54.735.6 0.4

H31 中教員 48.8

29.2

8.0

28.9

9.3

33.813.4 4.0

≪個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，
発展的な学習の指導をしている≫

《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示した
り，デジタル教材を活用したりするなどの工夫を
している》

H29 小教員 21.319.2

H29 中教員 31.412.5

H30 小教員 23.916.1

H30 中教員 29.718.3

H31 小教員 27.715.1

H31 中教員 28.0

58.1

53.5

57.6

49.1

55.8

55.914.1

1.4

2.6

2.4

2.9

1.4

2.1

H29 小教員 17.530.8

H29 中教員 25.527.7

H30 小教員 18.931.1

H30 中教員 24.332.3

H31 小教員 20.632.3

H31 中教員 22.4

48.8

36.4

46.0

36.2

42.3

34.434.5

2.9

10.3

4.0

7.2

4.8

8.7

《児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取
り入れた指導をしている》 《学校図書館を活用した指導をしている》

H29 小教員 28.614.5

H29 中教員 39.27.5

H30 小教員 32.412.3

H30 中教員 40.18.4

H31 小教員 33.612.0

H31 中教員 37.5

50.9

21.8

46.3

23.9

44.6

22.08.4

6.0

31.6
27.7
32.2

9.0
9.8

H29 小教員 10.630.4

H29 中教員 38.66.3

H30 小教員 13.027.9

H30 中教員 38.55.7

H31 小教員 13.227.9

H31 中教員 38.1

28.8
28.0
28.6

58.0

26.2

56.7

27.7

56.8

28.64.7

1.1
2.4
2.1

《指導計画の見直しや改善に取り組んでいる》 《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》

H29 小教員 8.323.6

H29 中教員 15.616.0

H30 小教員 10.723.5

H30 中教員 13.820.4

H31 小教員 12.324.1

H31 中教員 15.6

67.7

67.5

64.4

64.3

62.9

65.717.2

0.4

0.8

1.5

1.5

0.7

1.4

H29 小教員 60.536.3 2.7
0.5

H29 中教員 67.024.2 7.8
1.0

H30 小教員 58.936.0 4.4
0.8

H30 中教員 60.032.9 6.3
0.7

H31 小教員 58.636.8 4.4
0.2

H31 中教員 65.5 9.125.0 0.4

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・ 《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている》《児童生徒の
発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》《授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）
を児童生徒に示している》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で 97.6～99.0％，中学校
で 94.3～99.1％であり，これまでと同様に高い。

＜ 30年度と比べて上昇した項目＞
・ 《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取り入れている》について，「よくしている」と積極的な
回答をした教員の割合は，30年度より小学校で 4.8 ポイント，中学校で 3.7 ポイント，それぞれ増加している。
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＜その他，留意する項目＞

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
り入れている》　※教員質問紙より

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》 　※児童生徒質問紙より

H31 小教員 51.142.1

H31 中教員 48.9 10.139.9

6.6
0.3

1.2

H31 小４ 14.943.7

H31 小６ 14.942.3

H31 中３ 19.9

36.6

39.8

46.430.6

4.8

3.0

3.1

・ 《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取り入れている》について，肯定的な回答をした教員の
割合は，小学校で 93.2％，中学校で 88.8％であり，これまでと同様に高い。また，児童生徒質問紙調査結
果では，《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う》について，肯定的な回答をし
た児童生徒の割合は，小４で 80.3％，小６で 82.1％，中３で 77.0％である。

3　家庭学習に関すること

《家庭学習の取組として，児童生徒に家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら教えている》

《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導
を行っている》

5.9
0.7

0.8

5.0
0.4

2.0

H30 小教員 48.544.8

H30 中教員 53.5 11.334.4

H31 小教員 53.041.6

H31 中教員 57.5 11.229.3

30年度より調査開始

30年度より調査開始

H29 小教員 42.055.9 1.5
0.6

H29 中教員 60.729.7 7.1
2.4

H30 小教員 37.759.4 2.7
0.2

H30 中教員 51.341.1 6.8
0.8

H31 小教員 41.756.9 1.3
0.1

H31 中教員 56.8 8.633.5 1.1

《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生
徒の学習を促すような働きかけをしている》

H29 小教員 53.241.5 4.7
0.6

H29 中教員 63.018.9 4.2

H30 小教員 54.238.4 6.4
1.0

H30 中教員 56.428.3 2.2

H31 小教員 55.538.0 5.9
0.6

H31 中教員 58.4

13.8
13.2
10.928.5 2.3

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導を行っている》について，肯定的な回答をした教員の
割合は，小学校で 98.6％，中学校で 90.3% であり，これまでと同様に高い。

＜ 30年度と比べて上昇した項目＞
・中学校教員においては，《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生徒の学習を促すような働きか
けをしている》について，肯定的な回答をした割合は 86.9％で調査開始以来最も高く，30 年度より 2.2 ポ
イント増加している。
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4　学習規律等に関すること

《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業
開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
る》

《児童生徒に，校則や集団生活のルール・マナーを
守るよう指導をしている》（※ 30年度までは，「ルー
ルを守るよう～」）

H29 小教員 22.777.0 0.3
0.1

H29 中教員 32.367.1 0.5
0.0

H30 小教員 21.578.0 0.5
0.1

H30 中教員 25.374.2 0.6
0.0

H31 小教員 24.375.3 0.4
0.0

H31 中教員 26.273.2 0.6
0.0

H29 小教員 22.477.1 0.3
0.2

H29 中教員 33.466.5 0.1
0.0

H30 小教員 23.076.4 0.6
0.0

H30 中教員 25.074.4 0.4
0.1

H31 小教員 23.975.9 0.2
0.0

H31 中教員 27.572.1 0.4
0.0

《児童生徒に，早寝・早起き・朝ご飯・テレビの視
聴時間など，基本的な生活習慣の指導をしている》

《児童生徒に，進んで挨拶をするよう指導をしてい
る》

H29 小教員 51.044.5 3.8
0.7

H29 中教員 56.132.7 0.4

H30 小教員 50.9 8.839.2 1.1

H30 中教員 48.239.6 0.7

H31 小教員 54.737.1 7.5
0.8

H31 中教員 53.1

10.8
11.4
13.132.4 1.5

H29 小教員 25.174.8 0.0
0.1

H29 中教員 41.157.7 1.2
0.0

H30 小教員 26.472.0 1.3
0.3

H30 中教員 31.765.1 3.1
0.1

H31 小教員 28.570.7 0.8
0.0

H31 中教員 36.859.7 3.4
0.0

《地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を
持たせる指導をしている》

《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考え
させる指導をしている》

H29 小教員 13.725.4

H29 中教員 19.821.2

H30 小教員 19.323.0

H30 中教員 20.327.0

H31 小教員 16.923.4

H31 中教員 18.7

60.1

58.2

55.9

51.5

58.4

54.924.1

0.8

0.8

1.8

1.2

1.3

2.3

H29 小教員 21.221.3

H29 中教員 9.327.6

H30 小教員 25.920.7

H30 中教員 9.634.2

H31 小教員 25.219.4

H31 中教員 9.7

56.2

62.4

50.5

55.6

52.8

60.028.8

1.3

0.7

2.8

0.6

2.6

1.5

《児童生徒を認めたり，励ましたりしながら，長所
を伸ばす指導をしている》（※ 30年度までは，「ほ
めたり，励ましたり～」）

H29 小教員 31.568.1 0.3
0.1

H29 中教員 49.947.9 2.0
0.1

H30 小教員 33.266.2 0.5
0.1

H30 中教員 40.358.2 1.3
0.1

H31 小教員 37.462.3 0.3
0.0

H31 中教員 43.954.8 1.3
0.0

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしている》《児
童生徒に，校則や集団生活のルール・マナーを守るよう指導をしている》《児童生徒に，進んで挨拶をす
るよう指導をしている》《児童生徒を認めたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をしている》に
ついて，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で 99.2 ～ 99.8％，中学校で 96.5 ～ 99.6％と，これま
でと同様に高い。



改訂 いしかわ学びの指針12か条【学びの 12 か条＋
プラス

】

活用力を高める授業づくり

１．物事を多様な観点から考察する力の育成
◇得た情報を表面的に捉えずに多面的・多角的に検討させ，思考・判断できるようにする
◇他者と話し合い，問題解決を進めるための情報の送り方・受け取り方が身に付くようにする

２．自ら課題を発見し，主体的・協働的に課題を解決する力の育成
◇知識・技能を活用して主体的・協働的に課題解決に取り組む学習【アクティブ・ラーニング】を進める
◇各教科等の文脈の中で身に付ける力と，教科横断的に身に付ける力とを相互に関連付けながら育成する

３．根拠や筋道を明確に表現する力の育成
◇考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるようにする
◇思考の過程がわかる書き方や書く内容を明確に示すなど，ノート指導を充実する

学力・学習を支える基盤づくり

４．目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」態度・姿勢の醸成
◇目的や状況・相手に応じて適切に「聞く」「話す」ことを，低学年から意図的・計画的に指導する
◇相手や内容に関心を持ち，安心して最後まで聞き合い，話し合う態度や姿勢が身に付くようにする

５．目的や条件に応じて「書く」，必要な情報を「読む」態度・姿勢の醸成
◇目的や条件に応じ，質や量を考えて書くことができるようにする
◇文章や表・グラフなどから，必要な情報や価値のある情報を読み取ることができるようにする

６．よりよい解決に向かうための質の高い学び合いのプロセスの重視
◇多様性を尊重する態度と，互いのよさを生かして協働する力が身に付くようにする
◇目的やねらいに向け，相互の考えを整理したりまとめ上げたりする技能が身に付くようにする

７．主体的な問題解決のための効果的なＩＣＴ活用の促進
◇メディアの特性を生かした授業づくりを進める
◇学校・地域にあるリソースを生かし，ＩＣＴの活用スキルの確実な定着を進める

８．よりよい学習習慣・生活習慣の定着
◇家庭学習の充実に向け家庭や地域と連携し，よりよい習慣づくりを推進する
◇豊かな思考・判断の基盤となる子供の語彙力や読解力を高めるため，読書活動を活性化する

９．家庭や地域の人々とのコミュニケーションを促進し，家庭・地域・社会と結び付いた学びの促進
◇家庭や地域での大人と子どもの共通の体験や学習，対話を促進する
◇社会の出来事に関心を持たせ，子どもの視野を広げるとともに，将来への目的意識を持つことができる
ようにする

指導改善を進める体制づくり

10．学力と指導力を持続的・継続的に高める組織づくりの推進
◇学校全体で目的を共有し，一人一人の役割を明確にして持続的・継続的に課題解決に取り組む
◇小中連携を推進し，指導の連続性を図る

11．現状把握に基づき，取組の実施・評価・改善を図る指導体制の確立
◇児童生徒の現状把握から原因を究明し，目標に照らした課題とその解決に向けた具体策を設定する
◇中長期的な目標を設定し実践するとともに，短期的な目標達成に向けスモールステップで共通実践を行
い，検証・評価・改善を積み上げる【学力向上ロードマップ】

12．保護者・地域との積極的な情報共有・連携の推進
◇学校として保護者や地域に，情報や提案を積極的に発信し，情報公開に努め，目標や課題を共有する
◇地域の諸機関，人材との連携協力を進め，地域で子どもを育てる環境づくりを進める



平成 31年度（令和元年度）
「基礎学力調査」―分析・考察と指導事例―

令和元年 10 月発行
石川県教育委員会事務局学校指導課

〒920-8575　石川県金沢市鞍月１丁目１番地
TEL.076-225-1827

e-mail：gakusi@pref.ishikawa.lg.jp


